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代表質問
自
然
・
文
化
と

地
域
づ
く
り

問
　
自
然
や
文
化
は
市
民
の
心

を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
価
値
を
創
出
し
、
地
域

内
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
自

然
と
文
化
に
着
目
し
た
地
域
づ

く
り
を
広
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
現
在
休
館
し
て
い
る

行
徳
野
鳥
観
察
舎
の
今
後
の
あ

り
方
と
、
国
府
台
の
旧
千
葉
県

血
清
研
究
所
跡
地
に
あ
る
赤
レ

ン
ガ
造
り
の
建
物
の
保
全
と
活

用
に
関
す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
行
徳
野
鳥
観
察
舎
は
、
幅

広
い
世
代
の
方
々
に
野
鳥
観
察

や
環
境
学
習
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
た
貴
重
な
施
設
で
あ

り
、
存
続
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
赤
レ
ン
ガ
造
り
の

建
物
は
歴
史
的
に
も
文
化
的
に

も
価
値
の
高
い
、
地
域
の
貴
重

な
資
源
で
あ
り
、
市
民
に
開
放

で
き
る
施
設
と
し
て
残
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
る
。
市
は
県

知
事
に
対
し
、
建
て
替
え
に
よ

る
野
鳥
観
察
施
設
の
存
続
、
赤

レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
の
保
存
と

跡
地
利
用
に
関
す
る
要
望
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
県

か
ら
提
案
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

市
の
応
分
の
負
担
等
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
協
議
を
進
め
た
い
。

公
共
施
設
の

維
持
・
管
理

問
　
平
成
27
年
度
内
に
策
定
予

定
の
市
川
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
お
い
て
、
市
は
42

年
度
末
ま
で
に
公
共
施
設
の
全

体
延
床
面
積
を
12
万
㎡
削
減
す

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
財
政
効

果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
試
算

を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
同

計
画
で
は
、
施
設
の
統
廃
合
や

複
合
化
等
、
全
体
的
に
施
設
の

削
減
に
重
き
を
置
い
て
い
る
も

の
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
中
で
も
、
今
後
の
施
設
の

新
設
は
あ
り
得
る
の
か
。

答
　
財
政
効
果
に
つ
い
て
は
、

今
後
15
年
間
で
行
う
必
要
が
あ

る
大
規
模
修
繕
、
30
年
間
で
行

う
必
要
が
あ
る
建
て
替
え
の
負

担
を
見
据
え
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
、
削
減
目

標
を
達
成
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

支
出
し
て
き
た
一
般
財
源
の
額

と
ほ
ぼ
同
等
の
額
で
施
設
の
維

持
管
理
が
で
き
る
と
試
算
し
て

い
る
。
ま
た
、
社
会
的
な
要
請

等
に
よ
る
新
た
に
必
要
な
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必

要
性
を
十
分
見
極
め
た
上
で
、

計
画
で
掲
げ
た
全
体
目
標
の
達

成
を
見
据
え
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

水
害
対
策

問
　
局
地
的
な
豪
雨
や
台
風
等

の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、

地
域
防
災
力
の
強
化
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
市
は
平
成
28
年

度
の
新
規
事
業
と
し
て
水
位
監

視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
災
害
時
に

女
性
視
点
の

防
災
対
策

問
　
平
成
28
年
1
月
、
女
性
職

員
に
よ
る
防
災
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
「
Ｂ
Ｊ
☆
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ

ｅ
ｃ
ｔ
」
が
設
置
さ
れ
た
。
今

後
こ
の
チ
ー
ム
に
よ
る
検
討
結

果
を
防
災
計
画
に
反
映
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
チ
ー

ム
の
設
置
目
的
と
名
称
の
由
来
、

具
体
的
な
活
動
内
容
を
問
う
。

答
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
女
性
の
視
点
か
ら
災
害
へ

の
備
え
や
復
旧
対
策
等
に
つ
い

て
検
討
し
、
災
害
対
策
の
強
化

を
図
る
た
め
、
庁
内
の
女
性
職

員
17
名
で
構
成
す
る
も
の
で
あ

る
。
名
称
は
「
防
災
」
と
「
女

性
」
の
そ
れ
ぞ
れ
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
頭
文
字
「
Ｂ
」
と

「
Ｊ
」
を
取
り
「
Ｂ
Ｊ
☆
Ｐ
ｒ

ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
と
し
た
。
1
年

間
で
合
計
24
回
の
活
動
を
計
画

し
て
お
り
、
地
震
・
風
水
害
体

験
等
を
通
し
て
防
災
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
習
得
す
る
と
共
に
、

被
災
地
へ
の
視
察
、
和
洋
女
子

大
学
等
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

最
終
的
に
は
女
性
の
視
点
に
立

っ
た
防
災
対
策
に
つ
い
て
市
長

に
提
言
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

浸
水
対
策

問
　
市
は
、
東
京
外
郭
環
状
道

路
の
整
備
に
伴
い
雨
水
排
水
系

統
が
分
断
さ
れ
る
市
川
南
か
ら

高
谷
に
か
け
た
地
域
に
つ
き
、

集
中
的
に
排
水
施
設
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
浸
水
対
策
の
具

体
的
な
内
容
及
び
平
成
28
年
度

に
お
い
て
新
た
に
整
備
に
着
手

す
る
施
設
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
市
川
南
か
ら
南
八
幡
に
か

け
て
の
市
川
南
排
水
区
で
は
、

時
間
雨
量
50
㎜
の
雨
に
対
応
可

能
と
す
る
た
め
、
24
年
度
に
大

和
田
ポ
ン
プ
場
の
整
備
に
着
手
、

29
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
い
る
。
完
成
後
は
、
市
川
南

ポ
ン
プ
場
の
整
備
に
着
手
し
た

い
。
28
年
度
は
稲
荷
木
1
丁
目

地
先
の
市
川
南
11
号
幹
線
等
の

整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
高
谷
か
ら
田
尻
、
鬼
高

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
市
民
に
周
知
さ

れ
る
情
報
は
増
え
る
の
か
。

答
　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

台
風
の
襲
来
時
等
に
本
部
で
河

川
の
水
位
や
道
路
冠
水
の
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
本
部
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
現
場
の
状
況
を
把
握
し
、

迅
速
か
つ
的
確
に
現
場
へ
指
示

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、

気
象
庁
が
発
表
す
る
大
雨
警
報
、

国
土
交
通
省
や
県
が
発
表
す
る

河
川
の
水
位
状
況
な
ど
を
基
に

し
て
市
民
に
道
路
交
通
規
制
情

報
や
避
難
勧
告
な
ど
を
周
知
し

て
き
た
が
、
今
後
は
現
場
の
状

況
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
正
確

で
細
部
に
渡
る
情
報
を
市
民
へ

お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

子
ど
も
の

予
防
接
種

問
　
市
は
、
子
ど
も
の
保
護
者

が
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
で

予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
が
で
き
る
「
予
防
接
種
モ
バ

イ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
を
平
成
28
年

度
に
導
入
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
期
待
さ
れ
る
導
入
の
効
果

を
問
う
。
ま
た
、
他
の
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
は
可
能
か
。

答
　
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
係
る
保

護
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
他
、

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
や
間
違

い
接
種
の
防
止
等
の
効
果
が
期

待
さ
れ
、
ひ
い
て
は
接
種
率
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
に
関

す
る
様
々
な
情
報
を
掲
載
し
て

い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
い
ち
か

わ
っ
こ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
に
予
防
接
種

モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
を

掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
登
録
者
の

増
加
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
他
、

予
防
接
種
や
感
染
症
情
報
と
、

子
育
て
に
関
す
る
制
度
や
手
続

の
内
容
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
仲

間
づ
く
り
と
い
っ
た
双
方
の
情

報
を
簡
単
に
入
手
で
き
る
よ
う

自
由
民
主
党

公

明

党

か
い
づ
　
勉
　
　
佐
藤
ゆ
き
の
り

中
山
　
幸
紀

堀
越
　
　
優
　
　
久
保
川
隆
志

中
村
よ
し
お
　
　
西
村
　
　
敦

浅
野
　
さ
ち
　
　
宮
本
　
　
均

大
場
　
　
諭
　
　
松
葉
　
雅
浩

休館となった行徳野鳥観察舎

工事が進む大和田ポンプ場

に
な
る
こ
と
か
ら
、
相
乗
効
果

も
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

特
別
支
援

教
育
の
充
実

問
　
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が

複
雑
化
、
困
難
化
す
る
中
で
、

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
も
、

学
校
に
対
す
る
様
々
な
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
支

援
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に

は
、
長
期
的
な
見
通
し
を
も
っ

た
上
で
、
必
要
な
教
員
配
置
を

県
に
対
し
て
要
望
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
市
は
こ
れ
ら

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
市
は
、
市
川
市
特
別
支
援

教
育
推
進
計
画
に
基
づ
い
て
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
特
別

支
援
学
級
や
通
級
指
導
教
室
に

お
け
る
指
導
の
充
実
に
向
け
、

特
別
支
援
学
級
等
補
助
教
員
を

市
の
独
自
予
算
で
配
置
し
て
い

る
。
こ
れ
に
加
え
、
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
全
て
の
教
職
員
の

指
導
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

専
門
性
を
有
す
る
巡
回
指
導
職

員
の
派
遣
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
市
と
し
て
は

特
別
支
援
学
級
等
の
設
置
も
進

め
て
お
り
、
県
教
育
委
員
会
に

対
し
て
開
級
の
妥
当
性
を
説
明

し
た
上
で
教
員
の
配
置
を
要
望

し
、
必
要
な
教
員
の
確
保
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
か
け
て
の
高
谷
・
田
尻
排
水

区
で
は
、
27
年
4
月
に
高
谷
川

排
水
機
場
が
県
に
よ
り
建
て
替

え
ら
れ
、
排
水
能
力
が
1
・
6

倍
に
増
強
さ
れ
て
い
る
。
28
年

度
は
外
環
道
路
外
回
り
管か

ん

渠き
ょ

に

接
続
す
る
高
谷
1
号
幹
線
等
の

整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。


